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四字熟語を題材とした漢文入門の教材の提案およびその実用性の検証
一ロシア人日本語学習者に対する調査結果の分析を中心に一
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1.は じめに
現在、ロシアを含む非漢字文化圏の国々において、日本学1が注 目を集めてお り、日
本語学習者の人数が増えている。研究者志望の学習者 もいるが、 日本史の研究には漢
文の知識が不可欠であり、思想史 ・哲学 ・文学などの研究も同様である。
漢文 とは、築島(1980)の定義によると、中国の漢代の文章あるいは漢語つま り漢民
族の言語の文章に加え、 日本人が漢文体の表記法で作成 したものを意味する。 日本史
研究者にとっては、後者のいわゆる和化漢文の読解力ならびに漢文訓読の作成能力が
必要である。但 し、和化漢文は時代ごとに特徴があり、作品ごとに語法の特徴がある
ため、初めて漢文に接する時期では、和化漢文のみを題材 とすることは考えにくい。
和化漢文を講読するためには、まず漢文の基礎的な知識が必要である。
日本国外での日本語学習者には、漢文基礎の知識を少 しでも身にっけたい学習者、
漢文に興味はあるがそれを専門にするかどうか躊躇する学習者がいる。それ と同時に、
日本語史コースの枠内で、限られた時間で漢文概要の紹介を受ける学習者がいる。そ
ういった学習者のためには、基礎漢文の教育にっいて検討 し、教材を作成する必要性
が感 じられる。従って、本研究では日本史学研究者志望の学習者に限らず、基礎漢文
に興味のある学習者、そ して必須科 目として基礎漢文を教わる学習者全員を対象 とし
た漢文教育について論 じる。そ ういった学習者を対象に、純漢文であ りながら完全に
目本語 としても定着 してお り、比較的に実用性の高い四字熟語に着目し、四字熟語を
漢文教育の題材 とする可能1生について検討する。
本研究の 目的は、四字熟語を題材 とした漢文入門の教材を作成 し、ロシア人 日本語学
習者を対象とした模擬授業を通 じてその教材の実用性を検証することである。
2.先 行研究
2.1.外国人に対する漢文教育
外国人に対する漢文教育の意義および位置づけについては、後藤(2005)、町(2009)
などがあり、史学研究のために必要である他、日本文化への理解度や現代語の理解促
進に繋がると指摘 されている。
二松学舎大学のもとで 「日本漢文教育研究プログラム」および 「日本漢文学の世界
的研究拠点プログラム」が実施 され、2005年および2010年に漢文教育関連のシンポ
ジウムが開催 された。中国、韓国、欧州、英語圏、タイ、ベ トナムなど国や地域ごと
1こ この 「日本学」は、 日本関連のことを研究する分野の総称 「Japanology」の翻訳語 として使 用さ
れている。
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の現状 と問題点が発表された。 しか し、実践報告の性格をもった発表は少数である。
外国人向けの 日本漢文教科書では、Crawcour(1965)と駒井 ・ロs-一一リック(1988)の
二点がある。二点とも説明文が英語で書かれてお り、現代 日本語と日本の古典文法の
基礎を修得 していることを前提 としている。
Crawcour(1965)は、中国の漢籍のみを題材 としている。中国語を専門としながら、
中国語資料の 目本版を使用 したい学生を含む、日本研究に興味のある学生を対象 とし
ている。歴史的仮名遣いおよび旧漢字体を使用 しながら、漢文訓読法について詳細に
解説 されている。
駒井 ・ロー リック(1988)は、主に日本の古文書を題材 としている。原則として常用
漢字体を使用しているが、歴史的仮名遣いで統一されている。 日本漢文の読本 として
評価すべきが、漢文の基礎の説明は比較的に簡略である。初めて漢文に接する非漢字
文化圏の学習者には難度の高い教科書であると考えられ る。
なお、ロシアで出版 された教科書では、マエフスキー(1991)が漢文に触れている。
漢詩等が題材となってお り、に漢文の概要について紹介するが、文語体の教科書であ
るため、漢文に関する情報が少ない。
上記のとお り、外国人 日本語学習者を対象 とした漢文教科書が存在するが、漢文の
導入、訓読法の導入に関しては、研究の余地が大いにあると考えられる。
2.2.漢文 ・四字熟語 ・故事成語などの教育の実践報告および教案
外国人学習者を対象とした 日本漢文の教育に関する研究が少数であるため、 日本人
学生を対象 とした基礎漢文教育の教案および実践報告に触れたい。以下では受験対策
ではなく、漢文への関心度の上昇を目的 とする研究について整理する。
奥村(1994)では、 日本人高校生に詩に興味を持たせ ることをい うことを目的 とした
漢文教育の指導法が提案 されている。国語教育における漢文教育の制度上の問題点、
教育者側の問題点、教材の問題点を指摘 され、教科書に採録 された作品の扱い方への
工夫(詩 人の感情に焦点をあてること)が提案されている。
礒野(2004)では、日本人中1年 生～中2年 生における文字を正確、適切に書写する
能力の育成を目的 とし、「故事成語を書く」・「コルクボー ドに1字 を刻む」とい う作業
が提案され、題材には漢文 も使われた。
太田(2006)では、文章作成能力 ・プ レゼンテーシ ョン能力の育成、四字熟語を通 じ
て漢文に対する関心度の上昇を目的とした授業の実践報告がなされている。学習者は、
大量の四字熟語が提示され、気に入った四字熟語を使って自分の趣味あるいは夢につ
いて作文を書いて、それを発表する形式の授業であった。四字熟語が 「漢文」として
位置づけられながら、現代語の教育の題材 として扱われている考え方は、本研究 と類
似 している。
山本(2007)では、日本人高校生に成就感や達成感をより感 じられ る授業の構築を目
標 として掲げている。『史記』の補助教材 としてマンガを用い、生徒に資料作成および
担当箇所の発表を含めたグループ学習を取 り入れた授業の実践報告である。生徒の消
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極的な態度が自主的な学習へ と変わ り、平均的な理解度も高まったとい う結果が見受
けられた。
荒木(2009)では、 日本人高校生が漢文に関心を深めることを目標 とす る教案がなさ
れている。地元の長崎を軸 として、「「古典の名篇」に拘泥せず、一般の常識的な様々
分野の初歩的内容に叙述 した漢文を教材 として採用」されている。「漢文を遠い過去の
「遺物」ではなく興味関心を持たせ ることができる」ものとして扱 う立場は本研究 と
共通している。
2、3.漢文 ・四字熟語 ・故事成語などの教育の実践報告および教案
佐藤(1996)に四字熟語が次のように定義付けられている。
漢字四字で熟語 となったもので、四字漢語 ともい う。四字熟語 とは話 し手 ・書き
手の思想 ・意志を端的に明示することができ、表現効果があるため、日本語の中
に用いることがおおい。
本研究における 「四字熟語」の定義は、佐藤i(1996)の定義に従い、更に 『四字熟語
辞典』類に掲載されている4字 から成る熟語に限定す る。
四字熟語の構成の大略 として佐藤(1996)では、次の6種が提示されている。
(一)漢字四字がそれぞれの概念を示 して一語 となっている 「東西南北」「春夏秋
冬」、(二)二字ずつが類似の意味を持って一語となっている 「深山幽谷」「酒池肉
林」「飽食暖衣」「狂言綺語」、(三)上二字と下二字 とが相反する語 として一語と
なっている 「天上天下」 「一進一退」 「優勝 劣敗」、(四)上二字が下二字を修飾す
る 「娑婆世界」「一切衆生」「世襲財産」、(五)上二字が主語 ・目的語、下二字が
動作 ・状態を示す語 となっている 「一人当千」 「小心翼々」 「千篇一律」、(六)助
辞を伴って句となっている 「不可思議」「不倶戴 天」「不得要領」「傍若無人」
野村(1975)では、新聞の語彙調査に基づき、四字漢語を構成する成分の形態論的特
徴や、それぞれの成分の結合関係について記述されている。調査対象は 「現代語に出
現する、四つの字音形態素か らなる結合形態のすべてである」が、古代中国語に起源
をもつ故事成語の類 もその中に含まれる。四字漢語の構造パターンの分類は、上掲の
分類 とは観点が異な り、次頁で掲げられているとおりである。
野村分類では、全体の90%以上を占める1型 の四字漢語における、二つの語基間に
見 られる構文論的結合関係の5類11種(下 位分類を含めると24種になる)も提示
された。石井(2001)では、この1型の分類が受け継がれ、語構成パターンが5類12
種に分けられた。ただし、この分類は本研究の主旨と無関連であるため、ここでは詳
しく触れないこととする。
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〈1型〉
(○+○)+(○+○):上 院議員 ・外国映画 ・時限爆弾
予備選挙 ・景気回復 ・有料道路
公式訪問 ・産炭地域 ・密輸基地
主演女優 ・婚約解消 ・応援演説
〈非1型〉
①類{(○+○)+○}+○:文 房具店 ・郵便局長 ・自家用車
{○+(○+○)}+○:有 資格者 ・不退去罪 ・都知事選
②類 ○+{(○ 十〇)+○}:新 予算案 ・総建築費 ・両飛行士
○+{○+(○+○)}:前 副首相 ・超遠距離 ・権大僧正
(○・○)+(○+○):中 長距離 ・小中学校 ・正副議長
③類{(○ ・○)+○}+○:農 畜産品 ・病産院名 ・各小学校
(○十〇)十(○ ・○):巡 視船艇
④類(○+○+○+○):都 道府県 ・市区町村 ・甲乙丙丁
3、 四字熟語を題材とした漢文入門教材の作成
3.1.四字熟語を漢文入門の題材とした理由
本研究で作成する教材案の目標は、学習者に漢文と訓点の概要を紹介するとともに
漢文への関心度を上げることである。 この目標を達成するため、四字熟語が適切であ
ると考える。外国人に漢文を導入す るときの題材を四字熟語にのみ限定すべきとは一
切考えないが、四字熟語が題材の一種 とされるのに相応 しいものであると考える。そ
の根拠を以下で述べる。
(1)四 字熟語の多 くは中国の漢籍に由来 してお り、いわゆる 「純漢文」であるた
め、漢文教育の題材 として適切である。
(2)一 句が4字 と短いため、全ての単語の意味 ・母語訳を提示 し、学習者への負
担を軽減することが可能である。ただし、一句が短いため、レ点 と一二点の
みを導入できる。即ち、四字熟語は漢文の導入にのみ使用可能である。
(3)四 字熟語が 日本語において完全に定着 してお り、新聞 ・演説 ・討論などの場
面に広 く使われる。 日本語学習者にとって、 目にする機会があり、比較的身
近な素材である。
(4)日 本語能力試験1級 に四字熟語が出題されるため、四字熟語の知識は外国人
学習者にとっても実用的であると言える。例えば、 日本語能力試験1・2級
の対蟹 の枠内では、一石二鳥 ・危機一髪 ・古今東西 ・再三再四 ・時期尚早 ・
試行錯誤 ・弱肉強食 ・自由自在 ・中途半端 ・取捨選択 ・絶体絶命 ・二人三脚 ・
2倉 品さやか(1998)『にほんご単語 ドリル～慣用句 ・四字熟語～』ASK出版
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八方美人 ・半信半疑 とい う四字熟語が紹介されている。
なお、四字熟語の学習は、本研究の主要 目的ではないが、古田島(1998)では漢文訓
読が記憶術であったとい う指摘を受け、四字熟語を訓読文に書き下すことは四字熟語
ならびに漢字の習得にも繋がる効果が期待できる。
3.2.四字熟語の選定と教材の構成
本研究では、漢文に初めて接する学習者が対象者 として想定されたため、教材には
典型的な漢文 として 『論語』を、和化漢文 として 『吾妻鋤 を一例ずつ掲載 した。ま
た、漢文と返 り点についての概略を紹介 し、その使い方の説明と用例 として15点 の
四字熟語を掲載 した。最後に返 り点の付加や訓読文の作成が練習できる3点 の練習問
題を設定した。
真藤(1987)第4章「常用熟語」などを常用四字熟語の目安 とし、返って訓読 される
四字熟語を抽出した。その中からロシア語に類似することわざや名句のあるものを中
心に熟語18点を題材 とした。
教材の編成にあたり、複数の四字熟語辞典を参考にした。参考辞典は、岩波書店辞
典編集部(2002)『岩波四字熟語辞典』岩波書店、講談社(1997)『四字熟語 ・成句辞典』、
三省堂編修所(1998)『新明解 四字熟語辞典』三省堂、田部井文雄編(2004)『大修館
書店 四字熟語辞典』である。
題材の抽出にあた り、佐藤(1996)および野村(1975)の分類 を参考にした。使用され
た四字熟語は、佐藤(1996)分類のグループ(一)・(二)・(五)・(六)に属する。野村
(1975)分類では、「1型」のほか、「非1型②」 と 「非1型④」が使用 された。
教材に使用した四字熟語の一覧を表1で 示す。小テス トに使用された熟語を斜体で
表記する。
表1本 調査において使用した四字熟語
返 り点の付加パターン 四字熟語
1 ○ ○ ○ ○ 雲外蒼天
2 ○レ○ ○ ○ 操手傍観 ・不言実行
3 ○ ○ ○レ○ 忠言逆耳 ・柔能制剛
4 ○レ○ ○ レ○ 知足安分 ・転禍為福 ・画竜点晴 ・
温故知新 ・発憤忘食 ・有終完美 ・
断章取義 ・借花献仏 ・
以・乙脅 乙・・.入撚 郷㌔埜糠
5 ○ ○ レ○ レ○ 傍若無人
6 ○ ○ 一〇 〇_ 古無虚諺
7 〇二〇 〇_レ○ 不倶戴天
8 ○レ〇二〇 〇_ 狐仮虎威 ・不惜身命
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表1で は、使用 した四字熟語を返 り点の付加パターンに沿って分類 されている。そ
れぞれの返 り点の付加パターンの中では、「動詞+目 的語」・「動詞+補 語」・「助字」な
どと構文パターンが異なる熟語が含まれ、構文パターンが多様になるように配慮 した。
漢文 と返 り点概要を説明する用例 として使用 した四字熟語につき、表2か ら窺える
ように、四字熟語の原文 と読み、各単語のロシア語訳、四字熟語の意味を日本語で掲
載 した。また、返 り点つきの四字熟語 と訓読文も掲載 した。 ロシア語訳および類似す
るロシア語の諺・名句については被調査者に推測する形にし、提示 しないこととした。
なお、訓読文および振仮名を現代仮名遣いで統一 した。参考辞典の表記は現代仮名
遣いであることを参考にし、また今回の被調査者の日本語レベルを考慮 したうえで、
現代仮名遣いで統一することが妥当であったと考える。
表2教 材の一部
訓読文 返 り点 語彙 ・意味 四字熟語
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表3小 テス トの一部
訓読文 返 り点 語彙 ・意味 四字熟語
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)
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練習及び小テス トの部分は、教材本文 と同様の構造である。ただし、表3か ら窺え
るように、灰色でハイライ トされたセルの項 目は未記入であり、学習者に記入が求め
られている。また、小テス トの部分では理解を促すため、四字熟語の辞書的な意味を
日本語ではなく、ロシア語で表記されている。
4.ロ シア人日本語学習者に対する調査
4.1.調査概要
前述のとお り、四字熟語を題材 とした漢文入門の教材の 目標は、学習者に漢文 と返
り点の概要を紹介するとともに漢文への関心度を上げることである。
そこで、本教材の実用性、すなわち本教材が漢文への関心度を高めるのに効果的で
あるのを検証することを目的 とし、2014年3月にロシアの首都モスクワ市の大学二
校にて以下のとお り調査を実施 した。
調査対象者は日本語を専門とする学部3年 生28名であるが、1名のアンケv-一一・トに無
回答の項 目が一点あったため、27名を量的分析の対象とす る。
調査に協力 した現地の教員の意見を考慮 した うえ、調査対象者として学部3年 生を
選定 した。グリブ(2013)にも、ロシアの 日本語教育現場で 日本漢文の教育が実施され
ている場合、3年生がその対象になりえることが指摘されている。しかし、学部3年
生は、古文の知識はもちろんのこと、現代 日本語の知識も不十分であると考えられる
ため、教材の説明を部分的に母語のロシア語にするなどの配慮をした。
調査は、事前アンケー ト、模擬授業、事後アンケー トの3部 構成とした。
事前アンケー トでは、フェイスシー トのほか、漢文および四字熟語に対する学習者
の関心度や学習意欲について5件 法で答えてもらい、漢文に対する考えを自由記述に
て求めた。
模擬授業は55分～65分をかけて実施 した。模擬授業の 目標は、初めて漢文に接す
る学習者に漢文 ・返 り点 ・訓読の概要を紹介 し、漢文への関心度を高めることであっ
た。模擬授業の流は次のとおりである。先ずは、『論語』と 『吾妻鯛 を題材に漢文と
いう文体、日本漢文の存在、漢文講読 の意義などについて簡略に説明した。続けて、
返 り点の役割 レ点を中心に、一二点を参考程度で)、訓読にっいて紹介 した上で、四字
熟語の例を以て学習者 とともに検討 していった。学習者が授業に積極的に参加できる
よう、学習者に四字熟語 とその訓読文を音読 させた。 さらに、パワーポイン トのプ レ
ゼンテーションで四字熟語の本文と訓読文を提示 し、返 り点の位置について推測 し、
四字熟語の意味やロシア語訳について推測する練習も取 り入れた。最後に、練習問題
を設け、学習者に返 り点の付加、訓読文の作成、意味の推測をさせた。
事後アンケー トでは、漢文および四字熟語に対する学習者の関心度や学習意欲につ
いて、また授業への評価について5件 法で答えてもらい、自由記述のコメン トと簡単
な小テス トへの回答を頼んだ。
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4.2.調査の結果および分析
4、2.1.漢文に対する学習意欲および意識の変動
四字熟語を題材 とする教材が漢文導入において、学習者の関心度上昇に効果的であ
ることを検証するため、事前アンケー トと事後アンケー トの分析および自由記述の分
析を実施した。
先ず、学習者の漢文に関する知識の有無や学習意欲の変動を測定するため、5問 か
らなるアンケー トに授業前 と授業後に5件 法で答えてもらった結果 を整理する。アン
ケー ト項 目の内容及び授業前 と授業後の平均値 を図1で表わす。被調査者に配布 され
たアンケー ト文面はロシア語であったが、図1では質問を日本語に翻訳し、掲載する。
四字熟語への学習意欲と授業への評価に関する図2お よび図3も 同様である。
なお、t検定を行ったところ、4項目において有意差が認められた。有意差の有無を
図1に 示す。図1か ら窺えるように授業後は漢文に対する学習意欲が上がった。 「漢
文を大学で勉強 したい」・「漢文を独学で勉強 したい」両項 目の平均値が上が り、有意
差も認められた。一方、史料への関心度は殆 ど変ってお らず、有意差も認められなか
った。本研究では、対象者を史学専攻の学生に限定しなかったため、史料に対する関
心度が必ず しも高くないことは予測通 りの結果 となった。ただ し、史学研究社を目指
さない学習者であっても史料講読 に関心を示 し、漢文学習に積極的である場合も窺え
たことを指摘したい。
図1漢 文に対する学習意欲の変動
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次 に、 自由記述欄 の内容 を整理 した結果 を述べ る。被調査者 の記述の例 は、 日本語
訳 を付 けて掲載す る。
下記で例示す るよ うに、授業前の学習者は三グループ に分け られ る。第 一グループ
は、漢文 とい う語 の意味が解 らない もしくは良 くわか らない学習者であ る。 アンケー
トの設問 「漢文が何だか知 ってい る」 に対 して 「知 らない」 もしくは 「あま り知 らな
い」 を選 んだ学習者 は5人 お り、S20のよ うな記述 コメ ン トもみ られた。
【S20】HecoBceM■oHnMaK),qmoαTo.Ho]vamepecHoy3Ha[[E)!
(膜文 とは]何だか よく解 りませ んが、知 りたいです。)
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第ニグループは、漢文について知っているが学習に全 く興味がない学習者であり、
28名の被調査者のうち、SO5、S10をはじめ3名がこのグループに入る。
【SO5]Mtie且e叫eceE漢文,且e脚ecHo3一 脚eB㎜
TeKeTaMIZ[.
(漢文 に は 興 味 が な く 、 古 い 文 章 に も 興 味 が あ り ま せ ん 。)
【S10】BAaHH6itiMoMeHT3To且ecoα[BeTcTByeTMolasl耳eJlaM,TaKRaRB
llepByK)oqepemHxoqyA(x冊BblcoRorDypoB]uaBJ【age]Elvas【eTaH71ap[[HLIM
月皿0且CKHM∬3HROM.
(今の ところは、先ず 高 レベル の標準的 な 日本語 を習得 したいので、それ[漢文
の学習】は私 の 目標か ら外れ てい る。)
第 三グループは、漢文学習に興 味があ り、専門家 として知ってお きたい学習者であ
る。SO1とSO4の例 をは じめ、 このグル ープに配属 され るコメン トが多数 を 占める。
【SO1】OTo㎜epecHo,aTaKoKeHeo6xollzMO3Ha[151Vlfisl[[O且oBenMecRoro
Kpylo30pa・
(興味深 い もの で 、 日本 専 門家 と して知 るべ きです 。)
【SO4】OTOacneler5皿oHcKorofl3Lma,3EaH胚eKoToporoo6H3aTeJILHo,KaKH
c・皿raPrlpKHo」騨eH皿BLIc皿eroo6pa30BaHzH.RToMy鼠e3且a皿e漢文B
fl皿o且cKoMo61r[ecrBeslB-.noRa3aTe∬eM]■HTe皿lzreHIHO(皿.
(専門 的 な 高等 教 育 を受 け る な ら、学 ぶ べ き 日本 語 の一 部 で あ る と思 い ます 。そ
の上 、 日本 の 社 会 で は 漢 文 の知 識 は知 性 の証 で あ る[とい うこ とは漢 文 を学 習 し
たい 理 由 で あ る1。)
授 業後 で は、 第 一 グル ー プ と第 ニ グル ー プ にお い て変 動 が確 認 で きた 。5件 法 のア
ンケ ー トで は、 漢 文 に対 す る理 解度及 び学 習 意 欲 が 高 ま った こ とが窺 えた。 自由記 述
欄 か らも同 じこ とが窺 え る。 上 記 と同 じ学 習 者S20、SO5、S10の 事 後 ア ンケー トの
記 述 を以 下 で掲 載 す る。SO5の よ うに題 材 が興 味深 か っ た とい うコメ ン トに と どま っ
た 学 習者 は いた が 、第 ニ グル ー プ で あ ったS10は 授 業後 に漢 文 学習 に興 味 を示 し始 め、
漢 文 学 習 に対 して 意欲 を 見せ 始 めた例 も確 認 で きた。
【S20】VaHrepecHoI[onaHMaTepllan,6LvlooqeHbno"e3Honocny皿aTL!
(題材 の示 し方 が 興 味深 くて 、 聞い た こ とが役 に立 ちま した。)
【SO5】Ho耳paB]zJlocLIIo四Po6且oeo丘bHc且eH胚emTo,qmoMHOro且arJI瓢HHx
耳PHMepOB・
(詳しい説 明 が あ って 、 具 体例 が多 か っ た 点 が 良か った。)
【S10】CTaJla5【cHaBa}KHocrbHa㎜H3JIeMeHTap田x3且aHH並Ho1耳aHHo貢TeMe,
e6aleryaJlb且ocMsBcoBpeMeHHoti舳oH皿.KpoMeToro3且a皿e漢 文
nert(y]BmeJlbHonoMoraer60」leeTJIy60KolloH=皿・anoHcKvatafl3L凪,rmroMyB
AaJII・Heii皿eMMHexαreJI㏄L6LIBL耳瓦eJ皿[ BpeMHJVIilerova3Y(leHMH.
(この分 野 の基 礎 知 識 が 必 要 で 、現 代 日本 で も実 用 的 だ と思 えて きま した。ま た漢
文 の知 識 は 、現 代 日本 語 の理 解 を深 め る よ うな ので 、いつ か は時 間 をつ くって勉 強
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したい と思います。)
4.2.2.四字熟語に対する学習意欲とその変動
漢文教材の題材 となった四字熟語に対する学習者の関心度 と学習意欲について測定
するため、5件法で答えてもらう3問を事前アンケー トと事後アンケー トに設定 した。
質問項 目の内容、平均値、t検 定の結果を図2に示す。授業前でも四字熟語に対する
興味を有する学習者が多かった。授業後に四字熟語に対する関心度が少々上がり、有
意差も認められた。学習意欲に関しては、特に数人の学習者において上昇はみ られた
が、有意差は認められなかった。授業前にも高い数値を選んだ学習者が多かったため
であると推測できる。
図2四 字熟語に対する学習意識の変動
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事後 アンケー トの 自由記述欄 に四字熟語 に関す るコメン トが多 く、その うち数例 を
以下で掲載す る。調査 に使 用 された教材には 「入郷従郷」 な ど訓読文 の形で知 られ る
四字熟語、 また使 用頻度 の低い四字熟語がある とい う事実は学習者 に説明 された。 し
か し、それ にもかかわ らず、今 回の調査範囲では、題材 に対 して否 定的 な意見はみ ら
れず、学習者が 四字熟語 に対 して肯 定的な意見を述べた。
【SO7】fly3HaJla,㎜TaRoe漢文,cMornaHagaTl、BuieTs(mpy]mpycnoBva3
qeTs・pex3πeMe㎜B,McyAoBoJI]s(m3ueMgpogomaa6b・va3y・・emleα曲
TeMLI.(漢文が何 だか解 りま した。 四時熟語 の構成 も見 え始 めま した。 このテー
マの勉強 を続 けたい気持 ちがあ ります)
【S12】Bbll[o㎜epecHoY3HaTBAPeBHHeI【㏄JloB1皿田MMxcMblcnva
耳poπ皿eH胚e・
(古い ことわ ざとその意味や読み かた を知 るのが興味深 かった。)
4.2.3.四字熟語の漢文教材を使用 した授業への学習者の評価
調査の枠内で実施 された模擬授業の目標は、漢文に対する学習者の関心度を上げる
ことであったため、授業に対する学習者の評価および感想 も大切な評価ポイン トであ
る。そのため、提案 された教材および授業に対する学習者の評価を5件法で要求する
7問を事後アンケー トにて設けた。ただし、教材の提案者本人による調査であったた
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め、限定的なデータであることを認めざるを得ない。アンケー トの項 目および平均値
を、参考資料 として図3に て整理する。
図3授 業経の評価
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事後アンケー トにおいて も肯定的な コメン トが多 く、「授業 の改善点」について問 う
欄 には記述 が少なかった。 しか し、下記 のよ うに教材 の内容 と構成 の改訂に際 して反
映す ることができるコメン トが二点ほ どみ られた。
【S10】CJIo}K臣o(mi)BL皿oJIHeH胚Hym)aoKHeHziicpa3yH㏄」【eo6[bE[cHeHzfi
IIpaBliJla・
([漢文講読 の】規則 が導入 され る直後 に練習す ることが難 しかった。)
【S16】H且ecpa3y-oH別Ianp叩返 り,点.Bo3MoMHo】ity)KE[06Lmoynerm
3TOMy60皿1皿eBH胚MaH朋.
(すぐには返 り点 の用法が解 りませんで した。説 明にもっと注 目をあてた方が良
いのか も しれ ませ ん。)
4.2.4.教材の内容に対する学習者の理解状況
四字熟語 という題材は漢文への感心上昇のみならず、漢文に関する知識の度入にも
効果的であることを検証す るため、授業に対する学習者の理解度を測定するため、授
業後に3問 の小テス トを設けた。以下でその結果を整理する。
学習者は 「坐井観天」の読み ・語釈 ・返 り点付きの文 ・訓読文を提示 し、その意味
について推測する質問を設けた。解釈においては、「窮屈な状況に置かれても希望をな
くさない」などの推測もみ られたが、正解に近い 「視野が狭い」とい う推測もあった。
なお、多数の学習者が 「井に座って、天を観る」 とい う文字通 りの意味を正確に理解
でき、ロシア語で明記 した。
「入郷従郷」の読み ・語釈 ・返 り点付きの文 ・意味解説を提示し、訓読文を書 く設
問を設けた。学習者による訓読文の語順は正確であった。 しか し、模擬授業では、定
着 した訓読文 「郷に入 りては郷に従え」を紹介下のみで、文中の条件表現および命令
形の説明には到 らなかったため、学習者の回答には 「郷へ入れば郷に従 う」とういう
条件表現、または 「郷に入って郷に従 う」とい う順接接続がみられた。そこからは、
文法解説の必要性が窺え、今後の改題 として位置づけたいところである。なお、「郷を
従 う」・「郷で従 う」のような格助詞の間違い、また 「入て」のような動詞活用の間違
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いが多くみ られた。従って、助詞の使用ならびに動詞の活用に関する指導が必要であ
ると考えられる。
四字熟語 「以心伝心」の読み ・語釈 ・訓読文 ・意味解説を提示され、返 り点を付け
る設問では、1名 のみ正解とともに 「一二点」を使用した答えを併記 したため、その
用法の不適切さの説明が不十分であったことが窺えた。それ以外、全員の被調査者が
「以レ心伝レ心」と正確にレ点を付けることに成功 した。
4、3.考察
上述の調査結果を踏まえれば、四字熟語は漢文教育の題材 として有効であると言え
る。授業前に比して授業後は漢文に対する関心度 と学習意欲が上が り、有意差も認め
られた。従って、漢文への関心度を高めるとい う目標が達成できたため、この部分に
おいては提案 した教材案が効果的であると考えられる。
授業前にも平均値が高かった四字熟語に対する関心度 ・学習意欲は、授業後でも高
い水準であり、事前と事後の結果には有意差が現れなかった部分もある。 しかし、自
由コメン ト欄には、教材の例文すなわち四字熟語が解 りやすかった ・興味深かったと
いう意見が多数あった。漢文の知識を必要としない学習者であったにもかかわらず、
漢文の基礎を紹介されて、難解と感 じなかったことが窺えた。従って、理解が比較的
容易な四字熟語は、漢文入門の題材 として使用する価値があると言えよう。他の題材
と並んで、四字熟語を活用することによって、入門期における学習者への負担軽減の
効果が期待できるであろう。
一方、本調査の対象者は史学専攻の学生ではなかったため、史料への関心度が比較
的低 く、授業後でもほとんど上昇 しなかった。今回取 り上げた史料は 『吾妻鏡』の例
のみであり、史料に対する関心度を高めるには不十分であったと考えられる。四字熟
語は史料を読むのに必要な漢文講読力を培 う目的では使用できるが、入門期から他の
題材の取 り入れも必要である。従って、史学専門家に対する漢文教育にっいては別当
で更なる研究が必要であると考えられる。
なお、四字熟語は漢文教育の題材 として価値があることを裏付ける結果を得 られた
とともに、いくつかの問題点も明確になった。一つは、今回の調査における訓点は、
返 り点のみを使用 した。 しかし、小テス トでは助詞および動詞の活用の間違いが多数
みられたため、今後は第一段階を取 り入れ、返 り点のみならずヲコ ト点も付加するこ
とが望ましい。また、訓読文においては現代仮名遣いを使用 した。 しか し、漢文の勉
強を続ける学習者にとっては、歴史的仮名遣いの知識が必要となって くる。そこで、
漢文の学習を続ける学習者向けに、教材の第三段階を加え、訓点は返 り点のみにし、
訓読文を歴史的仮名遣いに改めることが望ましい。即ち、漢文入門の教材を以下の3
段階に分けて編成する。
(1)現 代仮名遣いを使用 し、返 り点 とヲコト点を両方付加する。
例)訓 点:瞬 レ章1最レレi蓬、訓読:寮 を爵ち義を最る
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(2)現 代仮名遣いを使用 し、返 り点のみを付加する。
例)訓 点:断レ章取レ義、訓読:寮 を爵ち義を敢る
(3)歴 史的名遣いを使用 し、返 り点のみを付加する。
例)訓 点:断 レ章取レ義 訓読:竃 を爵ち義を飯る
上記のようなレベル分けにより、調査結果で明確になった問題点の克服が可能であ
ると考えられる。
5.おわ りに
本稿では、四字熟語 とい う比較的身近な題材を使用 した教材を作成 し、その実用性
を検証するためにロシア人 日本語学習者に対 して実施 された調査結果について論 じた。
典型的な漢文 として 『論語』、和化漢文として 『吾妻鏡』が一例ずつ掲載 した教材で
は、漢文と返 り点についての概略を紹介 し、その使い方の説明と用例 として15点の
四字熟語を掲載 した。最後に返 り点の付加や訓読文の作成我練習できる3点 の練習問
題を設定した。調査結果では、改善点および例文 と問題文を増やす必要性が窺えたが、
教材の概念および構造は、使用する意義のあることを強調 したい。
ロシア国内日本語学習者28名に漢文と訓点 ・訓読の基礎知識を紹介 し、授業の前
後に実施 したアンケー トと授業後に実施 した小テス トの結果を分析 し、漢文に対する
意識の変化について考察 した。この結果、漢文に対する学習意欲が僅かではあるが高
まることを検証できた。また、小テス トでは、動詞の活用 と助詞の混乱 とい う問題点
はみられたが、返 り点(レ点)が 正確に使われたため、返 り点(レ点)の 用法に関し
ては教材が実用性であることも検証できた。従って、四字熟語は、他の漢文教材への
入門段階において活用可能な題材であ り、学習者への負担軽減の効果が期待できるも
のと考えられる。
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